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AWS Cloud Adoption Framework

で作成するクラウド導入ロードマップ



本日お話しする内容

1. AWS Cloud Adoption Framework の紹介

2. Cloud Discovery Workshopによるクラウド導入ロー
ドマップの作成方法の紹介



本セッションを特に聞いていただきたい方々

• 組織全体でクラウド導入を計画しようとしている方

• すでにプロジェクト単位でクラウドを利用しているが、
局所的な利用にとどまっており、全体として構造的な
アプローチで利用展開したいと考えられている方



クラウド導入、こんなことで悩んだりしていませんか・・？

何から始めれば
いいのか？

どんなスキルを
持つ人が必要な

のか？

何か変えなけれ
ばならないの

か？

新しい運用プロ
セスは必要なの

か？

どのシステムか
ら移行すればよ

いのか？

セキュリティへ
の考え方や対策
は変わるのか？

ソリューション
をどう設計すれ
ばよいのか？



AWS Cloud Adoption Framework（CAF）

AWS CAFは、組織が効果的なクラウド導入を進めるにあたって、組織が持つ
スキルとプロセスにどのような変革が必要かを示唆するものです。

AWS CAFは、クラウドサービスプロバイダーを限定するものではありません。

AWS CAFは、AWS Professional Servicesによる利用を限定するものではあ
りません。お客様やパートナー様が自由にご利用いただけます。
https://aws.amazon.com/professional-services/CAF/

https://aws.amazon.com/professional-services/CAF/


AWS Cloud Adoption Framework（CAF）

AWS CAFは、関連するステークホルダーの観点から６つのパースペクティブ
にグループ化されています。

ビジネスサイドの
ステークホルダー
が関連するパース
ペクティブ

テクノロジーサイド
のステークホルダー
が関連するパースペ
クティブ



AWS Cloud Adoption Framework（CAF）

AWS CAFは、関連するステークホルダーの観点から６つのパースペクティブ
にグループ化されています。

ビジネス戦略・IT投資戦略
の策定/評価に責任を持つ
ステークホルダー、および
予算管理に責任を持つス
テークホルダー

（例）
• ビジネス戦略責任者
• ファイナンスマネー
ジャー

• 予算権限者



AWS Cloud Adoption Framework（CAF）

AWS CAFは、関連するステークホルダーの観点から６つのパースペクティブ
にグループ化されています。

人材開発、トレーニング、
スタッフィングに責任を持
つステークホルダー

（例）
• ピープルマネージャー
• スタッフィング責任者
• 人事/教育担当



AWS Cloud Adoption Framework（CAF）

AWS CAFは、関連するステークホルダーの観点から６つのパースペクティブ
にグループ化されています。

ITに関するビジネスプロセ
スの計画/遂行に責任を持
つステークホルダー

（例）
• CIO
• プログラム/プロジェク
トマネージャー

• エンタープライズアーキ
テクト

• ビジネスアナリスト



AWS Cloud Adoption Framework（CAF）

AWS CAFは、関連するステークホルダーの観点から６つのパースペクティブ
にグループ化されています。

クラウド上のソリューショ
ンやサービスの導入に責任
を持つステークホルダー

（例）
• CTO
• ITマネージャー
• ソリューションアーキ

テクト



AWS Cloud Adoption Framework（CAF）

AWS CAFは、関連するステークホルダーの観点から６つのパースペクティブ
にグループ化されています。

組織のセキュリティコント
ロール、コンプライアンス
マネジメントに責任を持つ
ステークホルダー

（例）
• CISO
• ITセキュリティマネー

ジャー
• ITセキュリティアナリ

スト



AWS Cloud Adoption Framework（CAF）

AWS CAFは、関連するステークホルダーの観点から６つのパースペクティブ
にグループ化されています。

クラウド上でのサービス運
用に責任を持つステークホ
ルダー

（例）
• ITオペレーションマ

ネージャー
• ITサポートマネー

ジャー



AWS Cloud Adoption Framework（CAF）
また、各パースペクティブ毎にクラウド導入で変革するスキルとプロセスを
定義します。これをケイパビリティと表現します。

 ITファイナンス
 IT戦略
 利益の実現
 ビジネスリスクマネジメント

 リソースマネジメント
 インセンティブマネジメント
 キャリアマネジメント
 トレーニングマネジメント
 組織変革マネジメント

 ポートフォリオマネジメント
 プログラム・プロジェクトマネジメント
 ビジネスパフォーマンス測定
 ライセンスマネジメント

 コンピュートプロビジョニング
 ネットワークプロビジョニング
 ストレージプロビジョニング
 データベースプロビジョニング
 システム＆ソリューションアーキ

テクチャ
 アプリケーション開発

 ID管理＆アクセス管理
 ディテクティブコントロール
 インフラストラクチャセキュリティ
 データ保護
 インシデント対応

 サービス管理
 アプリケーションパフォーマンス監視
 資産管理
 リリース管理/変更管理
 レポート＆分析
 ビジネス継続性/災害対策
 ITサービスカタログ



BUSINESS パースペクティブ

ITファイナンス

IT戦略

利益の実現

ビジネスリスクマネジメント

• 変動費としての予算処理プロセス
• 新しいコスト配賦プロセス

• 新規性の高いビジネス要件や課題を形にするスキル

• コスト構造の把握スキル
• コスト可視化スキル

• 外部リスクの管理スキル



PEOPLE パースペクティブ

組織変革マネジメント

トレーニングマネジメント

キャリアマネジメント

インセンティブマネジメント

リソースマネジメント

• クラウド導入に関する不可欠スキルの把握
• 要員配置の要求を予測するプロセス

• タレントマネジメントプロセス
• 競争優位な報酬を設定するプロセス

• クラウド時代のキャリアマネジメントプロセス

• 変化に対応できるトレーニングマネジメントプロセス

• チェンジマネジメントスキルとプロセス



GOVERNANCE パースペクティブ

ライセンスマネジメント

ビジネスパフォーマンス測定

プログラム・プロジェクト
マネジメント

ポートフォリオマネジメント • ワークロードのクラウド適合性評価スキルとプロセス

• アジャイル型プロジェクトマネジメントスキルと
プロセス

• クラウドセントリックなKPIを定義するためのスキル
とプロセス

• 新しい調達プロセス
• 新しいライセンス管理のためのスキルとプロセス



PLATFORM パースペクティブ

データベースプロビジョニング

アプリケーション開発

システム＆ソリューション
アーキテクチャ

ストレージプロビジョニング

ネットワークプロビジョニング

コンピュートプロビジョニング

• 仮想化スキル
• 自動化スキル

• クラウドサービスのネットワーク設計、実装、
管理スキル

• 各種クラウドストレージの選択、設計、実装、
管理スキル

• クラウドサービスとして提供される各種データ
ベースの選択、設計、実装、管理スキル

• クラウド最適アーキテクチャ設計スキル
• アーキテクチャのテンプレート化スキルとプロセス

• CI/CDを実現するためのスキルとプロセス



SECURITY パースペクティブ

インシデント対応

データ保護

インフラストラクチャセキュリ
ティ

ディテクティブコントロール

ID管理＆アクセス管理

• クラウドサービスのID管理、アクセス管理のスキル
• クラウドサービスや標準IDプロバイダーとのID連携スキル

• ロギング統合と可視化スキル
• 監視統合と可視化スキル

• アジャイル型セキュリティ自動化スキル

• データ操作の可視化やアクセス制御のスキル

• インシデント対応と回復自動化のスキル



OPERATIONS パースペクティブ

ITサービスカタログ

ビジネス継続性/災害対策

レポート＆分析

リリース管理/変更管理

資産管理

アプリケーションパフォー
マンス監視

サービス管理
• クラウドサービスを活用したサービス監視スキル
• サービス監視から対応までの自動化設計、実装スキル

• クラウドサービスを活用したパフォーマンス監視スキル
• キャパシティの自動調整を構成するスキル

• クラウドサービスを活用したクラウド上での資産管理
スキルとプロセス

• CI/CDを実現するためのスキルとプロセス

• 新しいKPIに対して継続的な分析と報告を実施する
スキルとプロセス

• クラウド上でのBCP/DR設計、実装、運用を実現す
るスキルとプロセス

• ITサービスカタログの設計、実装、運用を実現する
スキルとプロセス



AWS Cloud Adoption Framework（CAF）

 ITファイナンス
 IT戦略
 利益の実現
 ビジネスリスクマネジメント

 リソースマネジメント
 インセンティブマネジメント
 キャリアマネジメント
 トレーニングマネジメント
 組織変革マネジメント

 ポートフォリオマネジメント
 プログラム・プロジェクトマネジメント
 ビジネスパフォーマンス測定
 ライセンスマネジメント

 コンピュートプロビジョニング
 ネットワークプロビジョニング
 ストレージプロビジョニング
 データベースプロビジョニング
 システム＆ソリューションアーキ

テクチャ
 アプリケーション開発

 ID管理＆アクセス管理
 ディテクティブコントロール
 インフラストラクチャセキュリティ
 データ保護
 インシデント対応

 サービス管理
 アプリケーションパフォーマンス監視
 資産管理
 リリース管理/変更管理
 レポート＆分析
 ビジネス継続性/災害対策
 ITサービスカタログ



どこから手を
つければいい
のか…？



AWS Cloud Adoption Framework（CAF）

 ITファイナンス
 IT戦略
 利益の実現
 ビジネスリスクマネジメント

 リソースマネジメント
 インセンティブマネジメント
 キャリアマネジメント
 トレーニングマネジメント
 組織変革マネジメント

 ポートフォリオマネジメント
 プログラム・プロジェクトマネジメント
 ビジネスパフォーマンス測定
 ライセンスマネジメント

 コンピュートプロビジョニング
 ネットワークプロビジョニング
 ストレージプロビジョニング
 データベースプロビジョニング
 システム＆ソリューションアーキ

テクチャ
 アプリケーション開発

 ID管理＆アクセス管理
 ディテクティブコントロール
 インフラストラクチャセキュリティ
 データ保護
 インシデント対応

 サービス管理
 アプリケーションパフォーマンス監視
 資産管理
 リリース管理/変更管理
 レポート＆分析
 ビジネス継続性/災害対策
 ITサービスカタログ



Cloud Discovery Workshop（CDW）

BUSINESS

PEOPLE

GOVERNANCE

PLATFORM

SECURITY

OPERATIONS

ゴール像
の確認

課題の
洗い出し

課題の
分類

課題の
優先順位
付け

対策の
議論

ロード
マップ
作成

Cloud Discovery Workshop

Cloud Discovery Workshopでは、CAFの観点で現状の課題を整理し、優先度を確認
した上で、クラウド導入ロードマップを作成します



Cloud Discovery Workshop（CDW）

BUSINESS

PEOPLE

GOVERNANCE

PLATFORM

SECURITY

OPERATIONS

ゴール像
の確認

課題の
洗い出し

課題の
分類

課題の
優先順位
付け

対策の
議論

ロード
マップ
作成

Cloud Discovery Workshop

可視化と議論と共有のアクティビティです
ファシリテーター役が必要です

短期集中（1日 or 0.5日x2回）で実施します

様々なロールの方に
参加いただきます

決定権がある方（エグ
ゼクティブ等）の参加

が必須です

1時間 2時間 2時間1時間

10人~15人程度



Cloud Discovery Workshop（CDW）
ゴール像の確認

BUSINESS
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GOVERNANCE

PLATFORM
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ロード
マップ
作成

Cloud Discovery Workshop



Cloud Discovery Workshop（CDW）
ゴール像の確認

• クラウド導入の“おおまかな”ゴール像を参加者全員で共
有します

• ホワイトボードを使ってディスカッションします

• クラウド導入の目的、期待する効果

• マイルストーン（いつまでにどうなっているべきか）

• 対象と想定されるシステム区分（既存はどこまで含むか）

• 組織内の役割

• 中期計画などがあればそれも活用します



Cloud Discovery Workshop（CDW）
ゴール像の確認



Cloud Discovery Workshop（CDW）
課題の洗い出し

BUSINESS

PEOPLE

GOVERNANCE

PLATFORM

SECURITY
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ゴール像
の確認
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洗い出し

課題の
分類

課題の
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付け
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ロード
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Cloud Discovery Workshop



Cloud Discovery Workshop（CDW）
課題の洗い出し

• 各人がポストイットを利用し、ゴール像に向けての課題
や、やるべきことを書きだします

• 一つのポストイットに一つの課題を書きます

• ポストイットの枚数制限はしません

• 課題は具体的な内容で書き出します

• この時点では、CAFのパースペクティブは意識する必要
はありません

• ポストイットは大きめ（7.5cm×7.5cm）の強粘着タイ
プがおすすめです



Cloud Discovery Workshop（CDW）
課題の洗い出し

現行のセキュリ
ティガイドライ
ンがクラウドで
もそのまま適用
可能か確認する
必要がある

クラウドの定義
が人によってバ
ラバラだ

現行の開発標準
に従って構築す
ると、クラウド
の効果が得られ
ないのではない
か

調達と契約の現
行プロセスがク
ラウド利用に適
していない

事業部門への費
用配賦ルールを
変える必要があ
るのではないか

現行の運用体制
ではクラウド運
用は厳しい

クラウド最適な
アーキテクチャ
が分かっていな
い

クラウド導入に
おいて必要なス
キルの洗い出し
と育成プランが
必要

監視と自動化の
仕組みが現状不
備が多いので見
直したい

ライセンス管理
やバージョン管
理をどうしたら
いいのか

インターネット
サービスを利用
する場合の経路
はどうするのか

・・・

・・・

・・・



Cloud Discovery Workshop（CDW）
課題の分類
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Cloud Discovery Workshop



Cloud Discovery Workshop（CDW）
課題の分類

• ホワイトボードや壁にシートを張り、CAFの各パースペ
クティブの枠をつくります

• 課題を書きだしたら、そのポストイットを該当すると思
われるパースペクティブのところに貼っていきます

• ファシリテーターが議論を誘導しながら、各パースペク
ティブ内で類似のポストイットをグルーピングします

• グループ間の関連があれば、線で結ぶなどして関連を明
記します



Cloud Discovery Workshop（CDW）
課題の分類

Business People Governance Platform Security Operations

コスト評価 スキル育成

計画作成

プロジェクト標準

・・・

・・・ ・・・

・・・

・・・

・・・

・・・・・・ ・・・



Cloud Discovery Workshop（CDW）
課題の優先順位付け
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Cloud Discovery Workshop



Cloud Discovery Workshop（CDW）
課題の優先順位付け

• グルーピングしたキーワードで新しいポストイットを作
成します

• 横軸、縦軸の基準（緊急度－影響範囲など）を決めて四
象限マトリクスを作成します

• ファシリテーターが議論を誘導しながら、上で作成した
ポストイットをマトリクスにマッピングします

• 四象限の中で、今回どこまでの範囲の対策＋ロードマッ
プを考えるべきかを議論します

・・・
最適な
アーキテ
クチャ

サービス
メニュー

化



Cloud Discovery Workshop（CDW）
課題の優先順位付け

今すぐ 後でも（～12ヶ月）~6か月

影響範囲
大

小

サービス
化までの
プロセス ロード

マップ、
計画作成

設計・開
発標準

システム
全体像の
把握 ユーザー

管理の不
徹底

障害対応
のスキル
向上

監視環境
の改善

組織内役
割分担明
確化 Prj管理

ツールの
運用徹底

サービス
のマーケ
ティング

ビジネス
に有効な
データ活

用

ベンダー
への標準
ガイド

チーム間
の連携改

善

情報共有
環境の改

善

CI/CD環
境の整備

パフォー
マンス問

題

ライセン
ス管理プ
ロセス

可用性の
検証

拡張性の
検証

最適な
アーキテ
クチャ

サービス
メニュー

化

グローバ
ルガバナ
ンス

グローバ
ルガバナ
ンス

要員構成
見直し

クラウド
スキル育

成

セキュリ
ティ監査

セキュリ
ティ対策
サービス
の活用

運用プロ
セスの標
準化

非機能要
件の再検

証

運用コス
トの増加

クラウド
利用コス
トの最適

化

コンテナ
導入検討

パート
ナー選定

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

緊急度



Cloud Discovery Workshop（CDW）
対策の議論・ロードマップ作成
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Cloud Discovery Workshop（CDW）
対策の議論・ロードマップ作成（1/2）

• 課題に対する対策の議論を行い、挙げられた対策をタス
クとしてポストイットに記載します

• あまり詳細になりすぎず、１枚が１つのプロジェクトになる
ぐらいの粒度でつくります

• このとき、CAFの内容やクラウド導入実績者の知見、AWSの
プロフェッショナルの知見を活用されることをお勧めします

• ホワイトボードにタイムレーンをつくり、タスクが書か
れたポストイットをマッピングし、いつから開始し、い
つまでに完了するかを明確にします

• タイムレーンは半年～１年程度で作ることをお勧めします
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Cloud Discovery Workshop（CDW）
対策の議論・ロードマップ作成（2/2）

• タイムレーンの縦軸は任意です。必要に応じてCAFの
パースペクティブ、システム種別、担当組織などわかり
やすいものを使用します

• ロードマップ上の各タスクに実施責任を持つタスクオー
ナーの名前を明記します

• 最後に参加している全員でこのロードマップを確実に実
施することを合意します

• この分野の責任を持つエグゼクティブにその場にいていただ
き、一緒に合意いただくことをお勧めします



Cloud Discovery Workshop（CDW）
対策の議論・ロードマップ作成
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Cloud Discovery Workshop（CDW）
対策の議論・ロードマップ作成
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まとめ



AWS Cloud Adoption Framework（CAF）
AWS CAFは、組織が効果的なクラウド導入を進めるにあたって、組織が持つスキル
とプロセスにどのような変革が必要か示唆するものです。
AWS CAFは、関連するステークホルダーの観点から６つのパースペクティブにグルー
プ化されています。
各パースペクティブ毎にクラウド導入で変革するスキルとプロセスを定義します。こ
れをケイパビリティと表現します。



Cloud Discovery Workshop（CDW）
Cloud Discovery Workshopでは、CAFの観点で現状の課題を整理し、優先度を
確認した上で、クラウド導入ロードマップを作成します



本セッションのFeedbackをお願いします

受付でお配りしたアンケートに本セッションの満足度やご感想などをご記入ください
アンケートをご提出いただきました方には、もれなく素敵なAWSオリジナルグッズを
プレゼントさせていただきます

アンケートは受付、パミール3FのEXPO展示会場内にて回収させて頂きます



Thank You!


